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●写真で見る昭和の横浜⑤　『横浜グラフの世界』

輸
送
手
段
の
変
化

入
荷
で
は
、
一
九
三
一
年
開
場
以
降
、
戦

前
期
で
は
、
魚
類
は
自
動
車
が
優
位
で
一
九

三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
六
割
、
青
果
は
近

在
産
地
が
多
か
っ
た
の
で
荷
車
・
牛
車
な
ど

「
そ
の
他
」
が
五
割
前
後
で
あ
っ
た
。
三
七

年
以
降
は
、
燃
料
の
問
題
な
ど
か
ら
次
第
に

貨
車
輸
送
が
増
加
し
、
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
に
は
魚
類
で
は
六
五
％
、
青
果
で
も
荷
車

類
の
四
七
％
に
匹
敵
す
る
四
三
％
と
な
っ
た
。

買
出
人
は
、
ト
ラ
ッ
ク
も
多
か
っ
た
が
、
タ

ク
シ
ー
や
自
転
車
、
諸
車
な
ど
様
々
で
あ
っ

た
。第

二
次
世
界
大
戦
後
も
、
貨
車
が
優
位
な

時
代
が
続
き
、
先
述
の
よ
う
に
拡
張
に
際
し

て
貨
車
の
引
込
線
が
設
置
さ
れ
た
が
、
次
第

に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
一

九
六
〇
年
代
前
半
に
は
、
既
に
若
干
ト
ラ
ッ

ク
が
上
回
っ
て
お
り
、
六
六
（
昭
和
四
一
）

年
に
は
青
果
で
八
割
、
水
産
で
も
七
割
以
上

が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
間
、
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
が
進
ん
で

い
っ
た
。
買
い
出
し
も
自
動
車
が
大
多
数
と

な
り
、
中
央
卸
売
市
場
の
施
設
面
で
駐
車
場

な
ど
自
動
車
へ
の
対
応
が
重
要
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
南
部
市
場
で
は
、
鉄
道
貨
物
線
は

設
置
さ
れ
ず
、
本
場
で
も
一
九
八
二
（
昭
和

五
七
）
年
国
鉄
市
場
駅
が
廃
止
さ
れ
た
。

市
で
は
、
こ
の
前
年
の
八
一
年
に
は
、
第

三
次
中
央
卸
売
市
場
整
備
計
画
を
策
定
し
、

本
場
の
狭
い
敷
地
の
有
効
活
用
と
し
て
、
立

体
化
・
重
層
化
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
出
す

計
画
と
し
た
。
水
産
棟
と
関
連
棟
は
一
九
八

六
（
昭
和
六
一
）
年
に
、
青
果
棟
は
一
九
九

二
（
平
成
四
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、

ほ
ぼ
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。

大
口
需
要
者
の
登
場
〜
現
在

産
地
で
は
、
一
九
二
三
年
中
央
卸
売
市
場

法
が
施
行
さ
れ
た
当
時
か
ら
、
共
同
出
荷
、

出
荷
の
大
口
化
が
言
わ
れ
て
い
た
が
、
農
協

や
出
荷
組
合
の
共
選
に
よ
る
規
格
化
、
漁
業

会
社
の
大
型
化
、
冷
蔵
・
冷
凍
技
術
の
進
歩

に
よ
る
青
果
・
魚
類
の
出
荷
調
整
な
ど
、
高

度
経
済
成
長
以
降
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
従
来
も
東
京
の
卸
売
市
場

の
影
響
を
受
け
る
場
所
で
あ
っ
た
が
、
一
九

八
二
（
昭
和
五
七
）
年
川
崎
市
中
央
卸
売
市

場
北
部
市
場
の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た

な
市
場
間
競
争
も
起
こ
っ
て
き
た
。

一
方
、
買
出
人
は
、
町
の
八
百
屋
・
魚
屋

や
飲
食
店
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
小
規
模
で
あ
っ

た
が
、
一
九
五
〇
年
代
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方

式
の
大
型
店
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
が

出
現
し
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
チ
ェ
ー
ン

店
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
各
地
に
出

来
は
じ
め
た
。
ま
た
、
外
食
産
業
で
も
、

チ
ェ
ー
ン
化
、
大
型
化
が
次
第
に
進
ん
で

い
っ
た
。
こ
れ
ら
大
口
買
出
人
は
、
品
質
・

価
格
・
数
量
な
ど
の
安
定
を
常
に
求
め
て
き

た
。
市
場
は
、
従
来
、
零
細
生
産
者
が
保
存

性
の
悪
い
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
、
多
種
類

の
生
産
品
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
が
せ
り
に
よ

り
日
々
価
格
が
変
動
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
、
市
場
を
通
さ
ず

に
大
口
需
要
者
が
直
接
産
地
と
取
引
す
る

「
市
場
外
取
引
」、
市
場
で
せ
り
の
前
に
取

引
す
る
「
抜
き
取
り
」
や
「
予
約
相
対
取
引
」

な
ど
、
例
外
と
さ
れ
た
も
の
が
次
第
に
増
大

し
て
き
た
。

ま
た
、
い
ま
で
は
店
頭
で
普
通
に
見
ら
れ

る
、
青
果
や
鮮
魚
類
の
個
別
パ
ッ
ク
な
ど
の

包
装
も
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
か
ら

一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。

南
部
市
場
は
既
に
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
大
口
需
要
者
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
ま
た
、

本
場
・
南
部
市
場
と
も
に
、
低
温
卸
売
場
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
商

品
の
個
別
包
装
も
市
場
に
求
め
ら
れ
て
き
て

お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
施
設
の
設
置
も

行
っ
て
き
て
い
る
。

横
浜
市
で
は
、
八
〇
周
年
を
迎
え
る
前
年

の
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
、
本
場
・
南

部
市
場
に
つ
い
て
、
規
模
適
正
化
や
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
機
能
強
化
と
し
て
、
南
部
市
場
の

廃
止
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
南
部
市
場
跡
は
、

「
本
場
を
補
完
す
る
加
工
・
配
送
、
流
通
の

場
と
し
て
活
用
す
る
」
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

一
、
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
の
概
要

横
浜
開
港
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇

九
（
平
成
二
一
）
年
六
月
、
横
浜
市
史
資
料

室
は
写
真
集
『
昭
和
の
横
浜
』
を
刊
行
し
た
。

同
写
真
集
は
当
資
料
室
の
所
蔵
す
る
代
表
的

な
写
真
を
集
め
た
書
籍
で
、
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
か
ら
震
災

復
興
期
、
満
州
事
変
か
ら
日
米
戦
争
に
至
る

戦
時
期
、
さ
ら
に
敗
戦
か
ら
占
領
期
を
経
て

高
度
経
済
成
長
期
に
至
る
横
浜
の
姿
を
描
い

て
い
る
。
現
在
、
横
浜
の
昭
和
史
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
手
軽
な
ツ
ー
ル
と
し
て
多
く
の

方
々
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
『
昭
和
の
横
浜
』
で
は
、
昭

和
初
期
の
横
浜
を
語
る
歴
史
資
料
と
し
て

『
横
浜
グ
ラ
フ
』
所
収
の
写
真
を
数
多
く
用

い
た
。『
横
浜
グ
ラ
フ
』
と
は
、
横
浜
市
中

区
太
田
町
一
丁
目
一
五
番
地
・
岩
崎
ビ
ル
一

階
に
所
在
し
た
国
際
写
真
通
信
社
が
一
九
三

四
（
昭
和
九
）
年
に
発
行
し
た
時
事
写
真
通

信
で
、『
昭
和
の
横
浜
』
以
前
に
も
多
く
の
書

籍
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
横
浜
都
市
発
展
記

念
館
・
調
査
研
究
員
の
吉
崎
雅
規
氏
の
調
査

に
依
れ
ば
、
現
在
、
横
浜
都
市
発
展
記
念
館

以
外
に
も
横
浜
市
中
央
図
書
館
や
神
奈
川
県

立
図
書
館
、
そ
し
て
当
資
料
室
に
そ
の
所
在

が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
横
浜
都
市
発
展
記
念

館
W
e
b
サ
イ
ト
「『
横
浜
グ
ラ
フ
』―
昭
和

九
年
の
横
浜
―
」
参
照
）。

『
横
浜
グ
ラ
フ
』の
タ
イ
ト
ル
か
ら
写
真
雑

誌
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
資
料

は
印
刷
・
製
本
さ
れ
た
写
真
雑
誌
で

な
く
、
国
際
写
真
通
信
社
が
撮
影
し

た
写
真
と
解
説
ラ
ベ
ル
を
定
期
的
に

契
約
者
に
届
け
、
そ
れ
を
個
々
の
契

約
者
が
【
写
真
一
】
の
よ
う
な
専
用

の
ア
ル
バ
ム
（
表
紙
：
縦
三
八
・
五

×
縦
二
六
セ
ン
チ
）
に
収
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
た

め
、
現
存
す
る
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
の

写
真
は
、
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
三

〇
六
枚
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
二
四

六
枚
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
一
六
八

枚
、
横
浜
市
史
資
料
室
一
〇
七
枚
と

所
蔵
機
関
に
よ
っ
て
枚
数
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
所
蔵
者

の
保
管
状
況
に
よ
る
も
の
が
大
き
い

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、【
写
真
二
】
に
示
す
よ

う
に
、
当
資
料
室
の
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
は
原

所
蔵
者
が
気
に
入
っ
た
写
真
を
意
図
的
に
剝

が
し
た
形
跡
が
あ
り
、
枚
数
減
少
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

写
真
の
枚
数
か
ら
考
え
れ
ば
、
枚
数
の
一

番
多
い
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
の
も
の
が
最

も
完
成
形
に
近
く
、
反
対
に
枚
数
の
一
番
少

な
い
当
資
料
室
の
も
の
が
最
も
完
成
形
か
ら

遠
い
。
ま
た
、【
表
一
】
に
示
す
よ
う
に
、

当
資
料
室
所
蔵
の
写
真
は
、
配
信
が
始
ま
っ

た
三
月
初
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
限
ら
れ
て
お

り
、
情
報
量
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
九
三
四
年
の
横
浜
を
語
る
貴
重

な
歴
史
資
料
に
間
違
い
な
く
、
閲
覧
室
に
開

架
し
て
あ
る
『
横
浜
貿
易
新
報
』
な
ど
の
地

元
メ
デ
ィ
ア
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
当
時
の

横
浜
の
状
況
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
今
回
は
そ
ん
な
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
の
写

真
を
紹
介
し
た
い
。

二
、
写
真
の
内
容

『
横
浜
グ
ラ
フ
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
写

真
の
サ
イ
ズ
は
、
多
少
の
誤
差
は
あ
る
も
の

の
、
凡
そ
長
辺
一
五
〜
一
五
・
五
セ
ン
チ
前

後
、
短
辺
一
一
セ
ン
チ
前
後
で
、
キ
ャ
ビ
ネ

版
に
近
い
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は

横
浜
市
内
で
起
こ
っ
た
社
会
的
な
事
象
を
網

羅
し
て
お
り
、
当
資
料
室
の
所
蔵
の
期
間
に

限
っ
て
も
、
外
国
人
の
来
訪
や
各
種
学
校
の

年
中
行
事
、
横
浜
港
の
風
景
な
ど
多
岐
に
亘

る
。
ま
た
、
写
真
を
撮
影
し
た
国
際
写
真
通

信
社
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、『
横

浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
と
同
一
の
写
真
を
使

用
し
て
い
る
点
か
ら
、
何
ら
か
の
関
係
性
を

有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
写
真
通
信
社

は
撮
影
し
た
写
真
を
横
浜
貿
易
新
報
社
に
提

供
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

八
頁
で
は
代
表
的
な
写
真
を
八
点
掲
げ
た
。

ま
た
、
当
資
料
室
所
蔵
の
写
真
一
〇
七
枚
は

次
頁
の
【
表
一
】
の
画
像
デ
ー
タ
一
覧
の
通

り
で
あ
る
。
写
真
一
点
一
点
の
資
料
番
号
と

と
も
に
、
被
写
体
の
情
報
を
補
う
た
め
、『
横

浜
貿
易
新
報
』
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
場

合
は
そ
の
日
付
も
備
考
欄
に
付
し
た
。
今
後
、

閲
覧
室
内
に
画
像
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
し
た

目
録
を
配
架
す
る
予
定
で
あ
る
。先
述
の『
昭

和
の
横
浜
』
と
合
わ
せ
て
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

「
資
料
あ
れ
こ
れ（
そ
の
九
十
一
）『
横
浜
グ
ラ
フ
』」

（『
郷
土
よ
こ
は
ま
』第
一
二
六
号
、
一
九
九
五
年
二
月
）

／
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
W
e
b
ア
ル
バ
ム「『
横
浜

グ
ラ
フ
』―
昭
和
九
年
の
横
浜
―
」

�

（
吉
田
律
人
）

本場内のプラットホーム　1961（昭和36）年3月� 広報課写真資料（市史資料室所蔵）
　冷蔵車から魚と氷が入った木樽を下ろしている。

スーパーマーケットの包装された野菜　1974（昭和49）年6月
� （市史資料室所蔵）

写
真
で
見
る
昭
和
の
横
浜
⑤

『
横
浜
グ
ラ
フ
』の
世
界

【写真1】『横浜グラフ』の表紙　（横浜市史資料室所蔵）
� タイトル部分は横浜市の市章を模した形となっている。

【写真２】写真の剝がされた台紙（右下部分）
� 本来ならばフランス軍艦の写真が存在した。

1105256市史通信no12.indd   5 11/12/12   9:53



6

●写真で見る昭和の横浜⑤　『横浜グラフの世界』

通番 資料番号 タイトル〔補足〕 月日 撮影場所 備考

56 44-3818 労働歌薫風に乗ってけふぞメーデー〔職業婦人の参加〕 5月1日 中村町石油倉庫跡 『横貿』/『朝日』/『読売』5月2日記事、その他

57 44-3809 銀幕の「ミスターヨコハマ」は誰れ？〔新人スター審査会〕 5月1日 横浜貿易新報社講堂 『横貿』5月1日～2日記事

58 44-3810 全県下警察官待望の楽園〔警友病院竣工式〕 5月2日 山下町 『横貿』/『朝日』/『読売』5月3日記事、その他

59 44-3811 吾れらの皇太子様の初の御節句を〔横浜の児童大会〕 5月5日 横浜公園音楽堂 『横貿』/『朝日』5月6日記事

60 44-3812 聖恩の旗翻して音楽大行進〔青年団代表の帰還〕 5月5日 横浜駅前 『横貿』/『朝日』5月6日記事、写真一部破損

61 44-3808 空には憧れが住むよ！〔横浜公園の一コマ〕 5月8日 横浜公園 ―

62 44-3813 神域にこざまする「捧げ銃」〔多摩川・中学生大演習〕 5月11日 東京九段・靖国神社 『横貿』/『朝日』/『読売』5月12日記事、その他

63 44-3814 秩父宮の御査閲を仰ぐ「青年日本」〔多摩川・中学生大演習〕 5月11日 東京・二重橋前 『横貿』/『朝日』/『読売』5月12日記事、その他

64 44-3804 横専Y専定期戦開かれ先づ横専に凱歌あがる〔試合開始〕 5月12日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』5月13日記事、その他

65 44-3805 横専Y専定期戦開かれ先づ横専に凱歌あがる〔試合風景〕 5月12日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』5月13日記事、その他

66 44-3806 ドウゾよろしく―新進名花の御挨拶〔松竹女優の横浜訪問〕 5月14日 ― 『横貿』5月12日記事、『朝日』5月18日記事

67 44-3807 老母日本風景を観光させる〔外国人教師の親孝行〕 5月15日 山下公園 ―

68 44-3803 景気は二年で恢復し日本は加州を占領す〔預言者の来訪〕 5月18日 横浜港・船上 『横貿』5月18日記事

69 43-3779 海のお目付け役白鴻丸横浜へ入港す〔密漁監視船の入港〕 5月22日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』5月23日記事

70 43-3800 全国に誇る「青年の家」開所式〔連合青年団修養場の完成〕 5月23日 保土ヶ谷児童遊園地内 『横貿』/『朝日』5月24日記事

71 44-3802 微笑ましい犬と鶏の愛情綺談〔ペットの話題〕 5月24日 中区住吉町 『朝日』5月24日記事

72 44-3801 市民の永久の語草思ひでの鐘〔震災記念物の寄贈〕 5月25日 横浜市役所 『横貿』/『朝日』/『読売』5月25日記事

73 43-3795 三色旗をひるがへして可愛い軍艦〔外国軍艦の入港〕 5月26日 横浜港・船上 『朝日』/『読売』5月27日記事

74 43-3796 白衣の天使に混って狂はないーと踊り〔病院の運動会〕 5月26日 永野村芹香院 『読売』5月27日記事

75 43-3793 待望ハマ早慶戦に凱旋はいづれ？〔高商選手〕 5月28日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』5月28日記事、その他

76 43-3794 待望ハマ早慶戦に凱旋はいづれ？〔高工選手〕 5月28日 ― 『横貿』/『朝日』/『読売』5月28日記事、その他

77 43-3797 緑濃き若葉の下に絢爛のテイ・パーテイ〔園遊会の様子〕 5月28日 紅葉ケ丘・県知事公舎 『横貿』/『朝日』5月29日記事

78 43-3798 高松宮殿下横浜の漆器工業を御視察遊ばさる〔高松宮〕 5月28日 井土ヶ谷・産靖社 『横貿』5月29日記事

79 43-3792 開港記念に児童の絵画移動展〔市電車内の展覧会〕 5月30日 市電車内 『読売』6月1日記事

80 43-3790 友邦ベルギーの特使タイス氏〔特使ウィリアム・タイス〕 5月31日 横浜港・船上 『横貿』/『朝日』/『読売』6月1日記事

81 43-3791 友邦ベルギーの特使タイス氏〔大西一郎市長の令嬢・俊子〕 5月31日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』6月1日記事

82 43-3785 有閑婦人はグロがお好き？〔ペットの話題〕 6月1日 ― ―

83 43-3786 珍奇華麗を凝して「商工祭」の仮装大行列〔フロートの行進〕 6月2日 日本大通り 『横貿』6月3日記事

84 43-3789 嗚呼－軍聖永へにかへらず〔東郷平八郎の肖像〕 6月3日 ― 『横貿』/『朝日』/『読売』6月3日記事、その他

85 43-3787 東郷元帥の〔弔問に訪れた欧米各国の軍艦〕 6月4日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』6月5日記事、その他

86 43-3788 金港横浜の開港央を飾る記念バザーも本年十五回で見終めか！ 6月4日 日本大通り 『横貿』/『朝日』/『読売』6月2日記事、その他

87 43-3784 プールの水暖んで〔水泳を楽しむ人々〕 6月8日 元町プール 『横貿』6月11日記事

88 43-3783 いよいよ市電にソプラノ・サービス〔市電と女性車掌〕 6月9日 滝頭車庫 『朝日』6月10日記事、『横貿』6月14日記事

89 43-3779 金扇をかざして麗人の舞ひ〔横浜市連合女子青年団〕 6月10日 横浜公園・青年団修養道場 『横貿』/『朝日』6月13日記事

90 43-3778 美しき混血の踊子姉妹〔著名外国人の横浜訪問〕 6月13日 横浜港・秩父丸 ―

91 43-3780 故英人ブリツトン氏を表彰〔居留外国人の顕彰式〕 6月15日 県庁 『朝日』6月16日記事

92 43-3774 お聟さんを探して来た鳩のモガ子〔ペットの話題〕 6月15日 中区前里町1-4 ―

93 43-3775 永井拓相横専で得意の熱弁〔永井柳太郎の講演会〕 6月16日 横浜専門学校 『横貿』/『朝日』/『読売』6月17日記事

94 43-3777 から梅雨の陽〔横浜市内の風景〕 6月17日 山下公園 ―

95 43-3776 県治の達成を期して〔神奈川県市町村長会議〕 6月18日 県会議事堂 『横貿』/『朝日』/『読売』6月19日記事

96 43-3773 進行中の列車に超短波で『モシモシ』〔無線電話の移動実験〕 6月22日 鶴見操車場 ―

97 43-3772 夏の魅惑水水水！〔元町プールの賑わい〕 6月23日 元町プール ―

98 43-3771 米のなる木をまだ知らぬ〔近郊の農村・田植えの風景〕 6月24日 弘明寺郊外 ―

99 43-3770 日吉村を巡つて横・川・両市の大紛叫〔合併問題の対立〕 6月25日 神奈川県庁 『横貿』/『朝日』/『読売』6月26日記事、その他

100 43-3782 独逸の制服は如何！〔ビールスタンドの女性従業員〕 6月25日 太田町 ―

101 43-3781 未来の横綱〔力士候補の少年〕 6月27日 中区内田町6 『朝日』6月28日記事

102 43-3768 華々しき『本牧おけさ』海の家開場〔本牧海岸の風景〕 6月30日 本牧海岸 ―

103 43-3769 黒き島の娘〔サイパン島酋長の娘・来訪〕 6月30日 横浜港・筑後丸 ―

104 43-3766 大波も何の糞平気で煙草一服〔水上スキーの海上実験〕 6月30日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』7月1日記事

105 43-3767 吟詠以つて非常を克服す〔八聖殿の和漢詩吟詠大会〕 7月2日 八聖殿 『横貿』7月2日記事

106 43-3765 自動車大疑獄の公判開かる〔裁判所内の様子〕 7月2日 横浜地方裁判所 『横貿』/『朝日』/『読売』7月3日記事

107 43-3764 港の汽艇総出動して〔水上安全週間の各種演習〕 7月2日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』7月3日記事

※1､�本データは調査研究員・吉田律人が作成した。
※2､�備考欄の『横貿』＝『横浜貿易新報』、『朝日』＝『東京朝日新聞』神奈川付録、『読売』＝『読売新聞』横浜版・神奈川版である。2011年12月現在、いずれの資料も横浜市

史資料室の閲覧室に開架してある。
※3､�関連する記事が事象の翌日以外にもある場合は「その他」とした。
※4､�撮影日時など『横浜グラフ』と地元メディアで相違がある場合は歴史資料の性格から地元メディアの記録を優先した。

【表1】横浜市史資料室所蔵『横浜グラフ』画像データ目録
通番 資料番号 タイトル〔補足〕 月日 撮影場所 備考

1 44-3870 浜の児童は英語が達者〔英語研究会〕 2月24日 本町小学校 『横貿』/『朝日』2月25日記事

2 44-3867 林司令官の視察〔東京警備司令官の横浜訪問〕 3月3日 県庁前 『横貿』3月4日記事

3 44-3869 春装を凝らして工芸展開かる〔工芸品試作品評会〕 3月4日 商工奨励館 『横貿』/『朝日』3月4日記事

4 44-3868 独汽船の大痛事〔外国船舶の衝突事故〕 3月5日 横浜港 『読売』3月6日記事

5 44-3866『地久節』のつどひ〔婦人団体の祝賀式典〕 3月6日 紅葉坂・連合婦人会館 『横貿』/『読売』3月7日記事

6 44-3864 キャバレーの出現〔キャバレーのサービスガールズ〕 3月7日 ホテルニューグランド 『朝日』3月7日記事

7 44-3865 苦心の小型陸奥〔小学校への軍艦模型の寄贈〕 3月8日 浦島小学校 『横貿』/『朝日』3月9日記事

8 44-3862 武藤山治氏狙撃さる〔武藤山治暗殺事件の現場〕 3月9日 北鎌倉駅 『横貿』/『朝日』/『読売』3月10日記事

9 44-3863 武藤山治氏遂に逝く〔生前の武藤山治〕 3月10日 ― 『横貿』/『読売』3月11日記事

10 44-3854 制服より銀幕へ〔松竹映画に入る石川由美子〕 3月12日 中区本郷町 『横貿』/『朝日』3月13日記事

11 44-3855 今頃珍らしい降雪〔季節外れの降雪〕 3月12日 横浜公園 ―

12 44-3857 建武中興六百年祭の感激〔記念祭の式典会場〕 3月13日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』3月14日記事

13 44-3858 建武中興六百年祭の感激〔青年団・在郷軍人会の市内行進〕 3月13日 ― 『横貿』/『朝日』/『読売』3月14日記事

14 44-3861 殊勲の武相丸御披露〔密漁警戒船の公開・放水演習〕 3月15日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』3月17日記事

15 44-3859 護国の英霊永に生きん〔戦没者遺族の県知事訪問〕 3月16日 神奈川県庁 『横貿』/『朝日』/『読売』3月17日記事

16 44-3860 松岡氏の政党解消演説〔元外交官・松岡洋右の演説会〕 3月17日 開港記念横浜会館 『横貿』3月18日記事

17 44-3856 訓育院の『記念植樹』の魁け〔皇太子誕生記念植樹〕 3月20日 横浜訓育院 『横貿』3月21日記事

18 44-3846 晴れの卒業式〔フェリス和英女学校の卒業式〕 3月22日 フェリス和英女学校 ―

19 44-3847 献上の名馬けふ宮内省へ〔皇太子誕生記念〕 3月22日 根岸競馬場 『横貿』3月21日記事

20 44-3850 舞姫達の市長さん訪問〔函館大火の義捐金〕 3月24日 横浜市庁舎・市長室 ―

21 44-3851 春の序曲は野球から〔中等学校野球大会抽選会〕 3月24日 神奈川県庁・学務部 『横貿』/『読売』3月25日記事

22 44-3848 同胞愛を叫ぶ少年達〔横浜少年団連盟・函館大火義捐金〕 3月25日 伊勢佐木町 『横貿』3月26日記事

23 44-3849 非常時女青の感激〔神奈川県女子青年連合会総会〕 3月26日 平塚市第一小学校 『横貿』/『読売』3月27日記事

24 44-3852 珍獣の渡来〔マレー連邦から寄贈されたマレー熊〕 3月27日 ― 『朝日』3月28日記事

25 44-3853 熱球空を飛ぶ〔第三回中等学校野球大会開幕〕 3月28日 横浜公園球場 『横貿』/『朝日』/『読売』3月29日記事

26 44-3836 ウェルカム！観光第一船〔観光客船の横浜入港〕 3月30日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』3月31日記事

27 44-3843 間門海岸の汐干狩〔春の海岸の風景〕 3月31日 間門海岸 ―

28 44-3845 日満剣道試合〔満州代表と神奈川県代表の剣道大会〕 3月31日 横浜小学校演武場 『横貿』/『朝日』/『読売』4月1日記事

29 44-3844 県連合婦人会大会〔神奈川県連合婦人会創立大会〕 4月1日 県庁・県会議事堂 『横貿』4月2日記事

30 44-3840 教育に国境なし〔中国人児童に日本人小学校入校〕 4月2日 横浜小学校 『横貿』4月3日記事

31 44-3841 輝ける国の礎石〔「軍人の家」表彰伝達式〕 4月4日 県庁4階・会議室 『横貿』4月5日記事

32 44-3839 徳川家達公帰る〔欧米漫遊からの帰国〕 4月5日 横浜港・龍田丸 『横貿』/『読売』4月6日記事

33 44-3838 名優ブラウン夫妻と幼き音楽家姉妹〔入港客船の乗客たち〕 4月6日 横浜港 『横貿』/『読売』4月6日・7日記事

34 44-3842 サクラに憧れて豪華船ブリテン号〔豪華客船の横浜入港〕 4月8日 横浜港 『横貿』4月9日記事

35 44-3837 盛大な花まつり〔花まつりの各種イベント〕 4月8日 横浜公園音楽堂 『横貿』4月9日記事

36 44-3835 春風を孕んで！銀波を蹴って！〔根岸のヨットレース〕 4月9日 根岸海岸 ―

37 44-3834 栄冠は遂に伝統を誇るY校ナインへ〔中等学校野球大会〕 4月10日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』4月11日記事

38 44-3832 初めて拝す東宮殿下の御尊影〔乳児期の今上天皇〕 4月11日 ― 『横貿』4月5日記事

39 44-3833 ジョホール国王御帰国〔帰国直前の国王夫妻〕 4月12日 ホテルニューグランド 『横貿』4月11日、『読売』4月13日記事

40 44-3831 大和心の一重咲いて〔桜の風景〕 4月13日 三溪園 ―

41 44-3829「ハロー・ヨコハマ」〔停泊中の米国駆逐艦群〕 4月16日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』4月17日記事

42 44-3830 米・伊両艦長の県市訪問〔イタリア人艦長の市長訪問〕 4月16日 横浜市役所 『横貿』/『朝日』/『読売』4月17日記事

43 44-3827 婦人の新職業〔タイピスト代書・職業婦人〕 4月17日 ― 『横貿』4月18日記事

44 44-3828 開拓者達の鹿島だち〔南米に移住する人々〕 4月18日 横浜港 『横貿』4月19日記事

45 44-3821 横浜女青の第一回総会〔横浜女子青年連合会〕 4月21日 横浜開港記念会館 『横貿』4月22日記事

46 44-3822 世界的天才舞踏家来朝〔舞踏家の写真〕 4月22日 ― 『横貿』4月22日記事

47 44-3823 日本のハリウッドの地鎮祭〔大船スタジオの地鎮祭〕 4月22日 大船スタジオ 『横貿』/『読売』4月23日記事

48 44-3824 豪華！オールスター総動員〔大船スタジオの混雑〕 4月22日 大船スタジオ 『横貿』/『読売』4月23日記事

49 44-3825 杯は手に高く悦びの復興横浜〔祝杯を挙げる知事や市長〕 4月23日 横浜開港記念会館 『横貿』/『朝日』/『読売』4月24日記事

50 44-3826 花と木で飾れ！我等の愛市を〔復興記念日のイベント〕 4月23日 横浜公園音楽堂 『横貿』/『朝日』/『読売』4月24日記事

51 44-3891 メーデーの取締りの大評定〔警察幹部の会議〕 4月26日 県庁・警察部長室 『横貿』4月27日記事

52 44-3820 各国児童の春の舞踏会〔横浜万国婦人会のイベント〕 4月27日 ホテルニューグランド ―

53 44-3815 紅毛弥次郎兵衛ウェップ氏神奈川の宿へ〔外国人の旅行〕 4月27日 神奈川・幸ケ谷小学校 『横貿』4月28日記事

54 44-3816 六万の児童を包括し校下少年団の連絡成る〔少年団結成〕 4月29日 横浜公園音楽堂 『横貿』4月30日記事、『朝日』5月1日記事

55 44-3817 労働歌薫風に乗ってけふぞメーデー〔メーデーの会場〕 5月1日 中村町石油倉庫跡 『横貿』/『朝日』/『読売』5月2日記事、その他
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通番 資料番号 タイトル〔補足〕 月日 撮影場所 備考

56 44-3818 労働歌薫風に乗ってけふぞメーデー〔職業婦人の参加〕 5月1日 中村町石油倉庫跡 『横貿』/『朝日』/『読売』5月2日記事、その他

57 44-3809 銀幕の「ミスターヨコハマ」は誰れ？〔新人スター審査会〕 5月1日 横浜貿易新報社講堂 『横貿』5月1日～2日記事

58 44-3810 全県下警察官待望の楽園〔警友病院竣工式〕 5月2日 山下町 『横貿』/『朝日』/『読売』5月3日記事、その他

59 44-3811 吾れらの皇太子様の初の御節句を〔横浜の児童大会〕 5月5日 横浜公園音楽堂 『横貿』/『朝日』5月6日記事

60 44-3812 聖恩の旗翻して音楽大行進〔青年団代表の帰還〕 5月5日 横浜駅前 『横貿』/『朝日』5月6日記事、写真一部破損

61 44-3808 空には憧れが住むよ！〔横浜公園の一コマ〕 5月8日 横浜公園 ―

62 44-3813 神域にこざまする「捧げ銃」〔多摩川・中学生大演習〕 5月11日 東京九段・靖国神社 『横貿』/『朝日』/『読売』5月12日記事、その他

63 44-3814 秩父宮の御査閲を仰ぐ「青年日本」〔多摩川・中学生大演習〕 5月11日 東京・二重橋前 『横貿』/『朝日』/『読売』5月12日記事、その他

64 44-3804 横専Y専定期戦開かれ先づ横専に凱歌あがる〔試合開始〕 5月12日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』5月13日記事、その他

65 44-3805 横専Y専定期戦開かれ先づ横専に凱歌あがる〔試合風景〕 5月12日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』5月13日記事、その他

66 44-3806 ドウゾよろしく―新進名花の御挨拶〔松竹女優の横浜訪問〕 5月14日 ― 『横貿』5月12日記事、『朝日』5月18日記事

67 44-3807 老母日本風景を観光させる〔外国人教師の親孝行〕 5月15日 山下公園 ―

68 44-3803 景気は二年で恢復し日本は加州を占領す〔預言者の来訪〕 5月18日 横浜港・船上 『横貿』5月18日記事

69 43-3779 海のお目付け役白鴻丸横浜へ入港す〔密漁監視船の入港〕 5月22日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』5月23日記事

70 43-3800 全国に誇る「青年の家」開所式〔連合青年団修養場の完成〕 5月23日 保土ヶ谷児童遊園地内 『横貿』/『朝日』5月24日記事

71 44-3802 微笑ましい犬と鶏の愛情綺談〔ペットの話題〕 5月24日 中区住吉町 『朝日』5月24日記事

72 44-3801 市民の永久の語草思ひでの鐘〔震災記念物の寄贈〕 5月25日 横浜市役所 『横貿』/『朝日』/『読売』5月25日記事

73 43-3795 三色旗をひるがへして可愛い軍艦〔外国軍艦の入港〕 5月26日 横浜港・船上 『朝日』/『読売』5月27日記事

74 43-3796 白衣の天使に混って狂はないーと踊り〔病院の運動会〕 5月26日 永野村芹香院 『読売』5月27日記事

75 43-3793 待望ハマ早慶戦に凱旋はいづれ？〔高商選手〕 5月28日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』5月28日記事、その他

76 43-3794 待望ハマ早慶戦に凱旋はいづれ？〔高工選手〕 5月28日 ― 『横貿』/『朝日』/『読売』5月28日記事、その他

77 43-3797 緑濃き若葉の下に絢爛のテイ・パーテイ〔園遊会の様子〕 5月28日 紅葉ケ丘・県知事公舎 『横貿』/『朝日』5月29日記事

78 43-3798 高松宮殿下横浜の漆器工業を御視察遊ばさる〔高松宮〕 5月28日 井土ヶ谷・産靖社 『横貿』5月29日記事

79 43-3792 開港記念に児童の絵画移動展〔市電車内の展覧会〕 5月30日 市電車内 『読売』6月1日記事

80 43-3790 友邦ベルギーの特使タイス氏〔特使ウィリアム・タイス〕 5月31日 横浜港・船上 『横貿』/『朝日』/『読売』6月1日記事

81 43-3791 友邦ベルギーの特使タイス氏〔大西一郎市長の令嬢・俊子〕 5月31日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』6月1日記事

82 43-3785 有閑婦人はグロがお好き？〔ペットの話題〕 6月1日 ― ―

83 43-3786 珍奇華麗を凝して「商工祭」の仮装大行列〔フロートの行進〕 6月2日 日本大通り 『横貿』6月3日記事

84 43-3789 嗚呼－軍聖永へにかへらず〔東郷平八郎の肖像〕 6月3日 ― 『横貿』/『朝日』/『読売』6月3日記事、その他

85 43-3787 東郷元帥の〔弔問に訪れた欧米各国の軍艦〕 6月4日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』6月5日記事、その他

86 43-3788 金港横浜の開港央を飾る記念バザーも本年十五回で見終めか！ 6月4日 日本大通り 『横貿』/『朝日』/『読売』6月2日記事、その他

87 43-3784 プールの水暖んで〔水泳を楽しむ人々〕 6月8日 元町プール 『横貿』6月11日記事

88 43-3783 いよいよ市電にソプラノ・サービス〔市電と女性車掌〕 6月9日 滝頭車庫 『朝日』6月10日記事、『横貿』6月14日記事

89 43-3779 金扇をかざして麗人の舞ひ〔横浜市連合女子青年団〕 6月10日 横浜公園・青年団修養道場 『横貿』/『朝日』6月13日記事

90 43-3778 美しき混血の踊子姉妹〔著名外国人の横浜訪問〕 6月13日 横浜港・秩父丸 ―

91 43-3780 故英人ブリツトン氏を表彰〔居留外国人の顕彰式〕 6月15日 県庁 『朝日』6月16日記事

92 43-3774 お聟さんを探して来た鳩のモガ子〔ペットの話題〕 6月15日 中区前里町1-4 ―

93 43-3775 永井拓相横専で得意の熱弁〔永井柳太郎の講演会〕 6月16日 横浜専門学校 『横貿』/『朝日』/『読売』6月17日記事

94 43-3777 から梅雨の陽〔横浜市内の風景〕 6月17日 山下公園 ―

95 43-3776 県治の達成を期して〔神奈川県市町村長会議〕 6月18日 県会議事堂 『横貿』/『朝日』/『読売』6月19日記事

96 43-3773 進行中の列車に超短波で『モシモシ』〔無線電話の移動実験〕 6月22日 鶴見操車場 ―

97 43-3772 夏の魅惑水水水！〔元町プールの賑わい〕 6月23日 元町プール ―

98 43-3771 米のなる木をまだ知らぬ〔近郊の農村・田植えの風景〕 6月24日 弘明寺郊外 ―

99 43-3770 日吉村を巡つて横・川・両市の大紛叫〔合併問題の対立〕 6月25日 神奈川県庁 『横貿』/『朝日』/『読売』6月26日記事、その他

100 43-3782 独逸の制服は如何！〔ビールスタンドの女性従業員〕 6月25日 太田町 ―

101 43-3781 未来の横綱〔力士候補の少年〕 6月27日 中区内田町6 『朝日』6月28日記事

102 43-3768 華々しき『本牧おけさ』海の家開場〔本牧海岸の風景〕 6月30日 本牧海岸 ―

103 43-3769 黒き島の娘〔サイパン島酋長の娘・来訪〕 6月30日 横浜港・筑後丸 ―

104 43-3766 大波も何の糞平気で煙草一服〔水上スキーの海上実験〕 6月30日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』7月1日記事

105 43-3767 吟詠以つて非常を克服す〔八聖殿の和漢詩吟詠大会〕 7月2日 八聖殿 『横貿』7月2日記事

106 43-3765 自動車大疑獄の公判開かる〔裁判所内の様子〕 7月2日 横浜地方裁判所 『横貿』/『朝日』/『読売』7月3日記事

107 43-3764 港の汽艇総出動して〔水上安全週間の各種演習〕 7月2日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』7月3日記事

※1､�本データは調査研究員・吉田律人が作成した。
※2､�備考欄の『横貿』＝『横浜貿易新報』、『朝日』＝『東京朝日新聞』神奈川付録、『読売』＝『読売新聞』横浜版・神奈川版である。2011年12月現在、いずれの資料も横浜市

史資料室の閲覧室に開架してある。
※3､�関連する記事が事象の翌日以外にもある場合は「その他」とした。
※4､�撮影日時など『横浜グラフ』と地元メディアで相違がある場合は歴史資料の性格から地元メディアの記録を優先した。

【表1】横浜市史資料室所蔵『横浜グラフ』画像データ目録
通番 資料番号 タイトル〔補足〕 月日 撮影場所 備考

1 44-3870 浜の児童は英語が達者〔英語研究会〕 2月24日 本町小学校 『横貿』/『朝日』2月25日記事

2 44-3867 林司令官の視察〔東京警備司令官の横浜訪問〕 3月3日 県庁前 『横貿』3月4日記事

3 44-3869 春装を凝らして工芸展開かる〔工芸品試作品評会〕 3月4日 商工奨励館 『横貿』/『朝日』3月4日記事

4 44-3868 独汽船の大痛事〔外国船舶の衝突事故〕 3月5日 横浜港 『読売』3月6日記事

5 44-3866『地久節』のつどひ〔婦人団体の祝賀式典〕 3月6日 紅葉坂・連合婦人会館 『横貿』/『読売』3月7日記事

6 44-3864 キャバレーの出現〔キャバレーのサービスガールズ〕 3月7日 ホテルニューグランド 『朝日』3月7日記事

7 44-3865 苦心の小型陸奥〔小学校への軍艦模型の寄贈〕 3月8日 浦島小学校 『横貿』/『朝日』3月9日記事

8 44-3862 武藤山治氏狙撃さる〔武藤山治暗殺事件の現場〕 3月9日 北鎌倉駅 『横貿』/『朝日』/『読売』3月10日記事

9 44-3863 武藤山治氏遂に逝く〔生前の武藤山治〕 3月10日 ― 『横貿』/『読売』3月11日記事

10 44-3854 制服より銀幕へ〔松竹映画に入る石川由美子〕 3月12日 中区本郷町 『横貿』/『朝日』3月13日記事

11 44-3855 今頃珍らしい降雪〔季節外れの降雪〕 3月12日 横浜公園 ―

12 44-3857 建武中興六百年祭の感激〔記念祭の式典会場〕 3月13日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』/『読売』3月14日記事

13 44-3858 建武中興六百年祭の感激〔青年団・在郷軍人会の市内行進〕 3月13日 ― 『横貿』/『朝日』/『読売』3月14日記事

14 44-3861 殊勲の武相丸御披露〔密漁警戒船の公開・放水演習〕 3月15日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』3月17日記事

15 44-3859 護国の英霊永に生きん〔戦没者遺族の県知事訪問〕 3月16日 神奈川県庁 『横貿』/『朝日』/『読売』3月17日記事

16 44-3860 松岡氏の政党解消演説〔元外交官・松岡洋右の演説会〕 3月17日 開港記念横浜会館 『横貿』3月18日記事

17 44-3856 訓育院の『記念植樹』の魁け〔皇太子誕生記念植樹〕 3月20日 横浜訓育院 『横貿』3月21日記事

18 44-3846 晴れの卒業式〔フェリス和英女学校の卒業式〕 3月22日 フェリス和英女学校 ―

19 44-3847 献上の名馬けふ宮内省へ〔皇太子誕生記念〕 3月22日 根岸競馬場 『横貿』3月21日記事

20 44-3850 舞姫達の市長さん訪問〔函館大火の義捐金〕 3月24日 横浜市庁舎・市長室 ―

21 44-3851 春の序曲は野球から〔中等学校野球大会抽選会〕 3月24日 神奈川県庁・学務部 『横貿』/『読売』3月25日記事

22 44-3848 同胞愛を叫ぶ少年達〔横浜少年団連盟・函館大火義捐金〕 3月25日 伊勢佐木町 『横貿』3月26日記事

23 44-3849 非常時女青の感激〔神奈川県女子青年連合会総会〕 3月26日 平塚市第一小学校 『横貿』/『読売』3月27日記事

24 44-3852 珍獣の渡来〔マレー連邦から寄贈されたマレー熊〕 3月27日 ― 『朝日』3月28日記事

25 44-3853 熱球空を飛ぶ〔第三回中等学校野球大会開幕〕 3月28日 横浜公園球場 『横貿』/『朝日』/『読売』3月29日記事

26 44-3836 ウェルカム！観光第一船〔観光客船の横浜入港〕 3月30日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』3月31日記事

27 44-3843 間門海岸の汐干狩〔春の海岸の風景〕 3月31日 間門海岸 ―

28 44-3845 日満剣道試合〔満州代表と神奈川県代表の剣道大会〕 3月31日 横浜小学校演武場 『横貿』/『朝日』/『読売』4月1日記事

29 44-3844 県連合婦人会大会〔神奈川県連合婦人会創立大会〕 4月1日 県庁・県会議事堂 『横貿』4月2日記事

30 44-3840 教育に国境なし〔中国人児童に日本人小学校入校〕 4月2日 横浜小学校 『横貿』4月3日記事

31 44-3841 輝ける国の礎石〔「軍人の家」表彰伝達式〕 4月4日 県庁4階・会議室 『横貿』4月5日記事

32 44-3839 徳川家達公帰る〔欧米漫遊からの帰国〕 4月5日 横浜港・龍田丸 『横貿』/『読売』4月6日記事

33 44-3838 名優ブラウン夫妻と幼き音楽家姉妹〔入港客船の乗客たち〕 4月6日 横浜港 『横貿』/『読売』4月6日・7日記事

34 44-3842 サクラに憧れて豪華船ブリテン号〔豪華客船の横浜入港〕 4月8日 横浜港 『横貿』4月9日記事

35 44-3837 盛大な花まつり〔花まつりの各種イベント〕 4月8日 横浜公園音楽堂 『横貿』4月9日記事

36 44-3835 春風を孕んで！銀波を蹴って！〔根岸のヨットレース〕 4月9日 根岸海岸 ―

37 44-3834 栄冠は遂に伝統を誇るY校ナインへ〔中等学校野球大会〕 4月10日 横浜公園グランド 『横貿』/『朝日』4月11日記事

38 44-3832 初めて拝す東宮殿下の御尊影〔乳児期の今上天皇〕 4月11日 ― 『横貿』4月5日記事

39 44-3833 ジョホール国王御帰国〔帰国直前の国王夫妻〕 4月12日 ホテルニューグランド 『横貿』4月11日、『読売』4月13日記事

40 44-3831 大和心の一重咲いて〔桜の風景〕 4月13日 三溪園 ―

41 44-3829「ハロー・ヨコハマ」〔停泊中の米国駆逐艦群〕 4月16日 横浜港 『横貿』/『朝日』/『読売』4月17日記事

42 44-3830 米・伊両艦長の県市訪問〔イタリア人艦長の市長訪問〕 4月16日 横浜市役所 『横貿』/『朝日』/『読売』4月17日記事

43 44-3827 婦人の新職業〔タイピスト代書・職業婦人〕 4月17日 ― 『横貿』4月18日記事

44 44-3828 開拓者達の鹿島だち〔南米に移住する人々〕 4月18日 横浜港 『横貿』4月19日記事

45 44-3821 横浜女青の第一回総会〔横浜女子青年連合会〕 4月21日 横浜開港記念会館 『横貿』4月22日記事

46 44-3822 世界的天才舞踏家来朝〔舞踏家の写真〕 4月22日 ― 『横貿』4月22日記事

47 44-3823 日本のハリウッドの地鎮祭〔大船スタジオの地鎮祭〕 4月22日 大船スタジオ 『横貿』/『読売』4月23日記事

48 44-3824 豪華！オールスター総動員〔大船スタジオの混雑〕 4月22日 大船スタジオ 『横貿』/『読売』4月23日記事

49 44-3825 杯は手に高く悦びの復興横浜〔祝杯を挙げる知事や市長〕 4月23日 横浜開港記念会館 『横貿』/『朝日』/『読売』4月24日記事

50 44-3826 花と木で飾れ！我等の愛市を〔復興記念日のイベント〕 4月23日 横浜公園音楽堂 『横貿』/『朝日』/『読売』4月24日記事

51 44-3891 メーデーの取締りの大評定〔警察幹部の会議〕 4月26日 県庁・警察部長室 『横貿』4月27日記事

52 44-3820 各国児童の春の舞踏会〔横浜万国婦人会のイベント〕 4月27日 ホテルニューグランド ―

53 44-3815 紅毛弥次郎兵衛ウェップ氏神奈川の宿へ〔外国人の旅行〕 4月27日 神奈川・幸ケ谷小学校 『横貿』4月28日記事

54 44-3816 六万の児童を包括し校下少年団の連絡成る〔少年団結成〕 4月29日 横浜公園音楽堂 『横貿』4月30日記事、『朝日』5月1日記事

55 44-3817 労働歌薫風に乗ってけふぞメーデー〔メーデーの会場〕 5月1日 中村町石油倉庫跡 『横貿』/『朝日』/『読売』5月2日記事、その他
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●写真で見る昭和の横浜⑤　『横浜グラフの世界』

横
浜
の
接
収

横
浜
の
中
心
市
街
地
の
米
軍
施
設
に
つ
い

て
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

一
方
、
中
心
市
街
地
を
離
れ
て
も
、
鶴
見
区

・
神
奈
川
区
の
工
場
や
、
戸
塚
区
・
金
沢
区

の
旧
日
本
海
軍
関
連
施
設
な
ど
、
多
く
の
施

設
や
土
地
が
接
収
さ
れ
て
い
る
。
中
区
で
も
、

山
手
の
洋
風
住
宅
が
接
収
さ
れ
た
ほ
か
、
本

牧
・
根
岸
に
家
族
住
宅
が
新
た
に
建
設
さ
れ

て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
占
領
下
の
横
浜
に
お
け
る
接

収
は
、
中
心
市
街
地
に
と
ど
ま
ら
ず
郊
外
に

も
及
ん
だ
。
接
収
さ
れ
た
建
て
物
や
土
地
に

設
け
ら
れ
た
米
軍
施
設
は
、
後
掲
の
表
の
通

り
で
あ
る
。
中
心
市
街
地
以
外
の
米
軍
施

設
は
、
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
大
規
模

な
施
設
が
多
い
。
本
牧
・
根
岸
の
家
族
住

宅
地
区
は
広
大
な
面
積
を
占
め
、
神
奈
川

区
の
兵
器
廠
や
各
地
に
設
け
ら
れ
た
倉
庫
、

戸
塚
区
の
通
信
施
設
な
ど
は
、
い
ず
れ
も

規
模
の
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
未
返
還
の
施
設
が
多
い
の
も
特

徴
と
い
え
よ
う
。
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
・
鶴
見

貯
油
施
設
や
、
根
岸
住
宅
地
区
、
深
谷
・

上
瀬
谷
の
通
信
施
設
は
、
未
だ
返
還
に

至
っ
て
い
な
い
。
占
領
下
で
は
、
い
ず
れ

も
米
陸
軍
の
施
設
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
が
米
海
軍
の
横
須
賀
基
地
あ
る

い
は
厚
木
基
地
が
管
理
し
て
い
る
。

根
岸
競
馬
場
跡

根
岸
競
馬
場
は
、戦
時
中
の
一
九
四
三（
昭

和
一
八
）
年
六
月
一
〇
日
に
閉
場
し
（『
朝

日
新
聞
』
43
・
6
・
11
）
て
、
日
本
海
軍
が

接
収
し
た
。
そ
し
て
、
観
覧
ス
タ
ン
ド
内
に

文
寿
堂
の
印
刷
工
場
が
設
け
ら
れ
、
海
軍
の

た
め
に
、
地
図
・
水
路
図
を
印
刷
し
て
い
た
。

戦
後
、
米
軍
は
進
駐
と
同
時
に
、
競
馬
場
全

域
と
こ
の
印
刷
工
場
を
接
収
し
、
引
き
続
き

文
寿
堂
印
刷
に
米
軍
の
地
図
や
部
隊
報
告
書
、

さ
ら
に
名
刺
や
請
求
書
・
納
品
書
と
い
っ
た

書
類
の
印
刷
を
行
な
わ
せ
て
い
た
（『
星
条

旗
新
聞
』
46
・
3
・
3
）。

文
寿
堂
印
刷
は
、
戦
時
中
に
入
手
し
た
用

紙
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
四
八
年
二
月
に
隠
退

蔵
物
資
の
摘
発
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
米

軍
の
調
達
業
務
（
P
D
）
か
ら
は
ず
さ
れ
、

五
〇
年
二
月
に
は
全
面
撤
去
と
な
っ
た（「
Y

L
C
O
執
務
報
告
」
第
五
六
号
・
第
七
七
号

『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
資
料
編
1
）。

こ
の
間
、
レ
ー
ス
コ
ー
ス
は
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
と
な
り
、
乗
馬
場
が
一
九
四
六
年
四

月
に
開
場
し
（『
星
条
旗
新
聞
』
46
・
4
・

28
）、ス
タ
ン
ド
前
に
は
子
ど
も
む
け
の
ニ
ー

ト
ナ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
が
一
九
四
七
年
一
一
月
に

開
設
さ
れ
て
い
る
（
同
47
・
11
・
21
）。
さ

ら
に
、
競
馬
場
の
内
側
は
ゴ
ル
フ
場
と
し
て

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
競
馬
場
西
側
の
周
囲
か
ら
根
岸
台

に
か
け
て
は
、
米
軍
の
家
族
住
宅
が
建
設
さ

れ
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
で
は

本
牧
住
宅
地
と
並
ぶ
、
大
規
模
な
住
宅
地
で

あ
る
。
一
九
五
九
年
に
住
宅
地
区
の
管
理
が

陸
軍
か
ら
海
軍
に
移
る
と
、
観
覧
ス
タ
ン
ド

内
に
は
米
海
軍
住
宅
管
理
部
の
司
令
部
が

入
っ
た（
横
浜
市
総
務
局『
横
浜
市
に
お
け
る

接
収
解
除
の
経
緯
と
現
況
』
一
九
六
六
年
）。

家
族
住
宅

米
軍
の
家
族
住
宅
に
は
、
標
準
の
仕
様
が

あ
っ
た
。
ア
パ
ー
ト
形
式
で
は
な
く
戸
建
て

で
あ
る
が
、
二
〜
三
戸
の
連
戸
式
が
多
か
っ

た
。
間
取
り
は
階
級
や
家
族
構
成
に
応
じ
て
、

い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

バ
ス
・
ト
イ
レ
の
他
に
、
四
〜
五
部
屋
の
間

取
り
が
標
準
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
夫
婦
の

寝
室
と
は
別
に
必
ず
子
ど
も
の
寝
室
を
設
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。（
以
下
、
米
軍
家
族

住
宅
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、小
泉
和
子
編『
占

領
軍
住
宅
の
記
録
』
住
ま
い
の
図
書
館
出
版

局
、
一
九
九
九
年
を
参
照
）

各
家
の
家
具
や
電
気
製
品
は
、
備
え
付
け

で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
米
軍
指
定
の
標
準

仕
様
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
家
の
建
築
に
加

え
て
、
こ
れ
ら
の
家
具
や
電
気
製
品
の
製
造

に
は
、
日
本
の
業
者
が
当
た
っ
た
。
戦
後
日

本
の
製
造
技
術
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
発

展
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
米
軍
の
仕
様
は
、

母
国
と
同
じ
生
活
を
維
持
で
き
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
た
が
、
日
本
に
お
け
る
資
材
調

達
や
技
術
の
現
状
に
合
わ
せ
た
設
計
が
な
さ

占
領
下
の
米
軍
施
設
②

浜の児童は英語が達者（2月24日）
� 本町小学校で行われた英語研究会の様子。

晴れの卒業式（3月22日）
� 門出を迎えたフェリス和英女学校の卒業生

米・伊両艦長の県市訪問（4月16日）
� 大西一郎市長を訪ねたイタリア軍艦の艦長。

苦心の小型陸奥（3月8日）
� 戦艦の模型を寄贈されて喜ぶ浦島小学校の児童。

横専Y専定期戦開かれ先づ横専に凱歌あがる（5月12日）
� ハマのファンを湧かせる春の野球シーズン。

サクラに憧れて豪華船ブリテン号（4月8日）
� 外国人観光客を乗せた豪華客船の入港。

花と木で飾れ！我等の愛市を（4月23日）
� 横浜公園で行われた復興記念日のイベント。

華 し々き『本牧おけさ』海の家開場（6月30日）
� 海水浴シーズン直前のオープンイベントの様子。

◆収蔵写真の紹介　―1934（昭和9）年前半の横浜―
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